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「挑戦」 

                                   体育祭実行委員長 

 今年の体育祭のスローガンは、「完全燃焼～一人一人が全力で～」です。 

このスローガンには、一人一人がこれ以上できないほどの全力を尽くして 

体育祭に取り組みたいという想いが込められています。 

 そして、今年は 10周年という節目の年なので、実行委員会で「何か新し 

いことに挑戦したい！」と考えました。 

 特に力を入れたのは、全校種目です。昨年まで大玉送りを行っていたのですが、今年は競技部とよく話

し合い、ディフェンス玉入れを行うことになりました。実行委員会の競技部、競技リーダー、生活委員会、

3 年生のみなさんに協力してもらい、企画、運営を行いました。中々上手くいかないこともありましたが、

生徒が困っていたときは支えてくれた先生方やリハーサルに協力してくれた全校生徒のみなさんのおかげ

で、とても盛り上がることができた競技となりました。 

 実行委員会で、長い間、時間をかけて準備してきた体育祭なので、全校のみなさんが全力で楽しんでい

る姿を見て、とてもやりがいを感じ、同時に大きな達成感が得られました。この体育祭で縦、横の繋がり

がより強まったと感じたので、これからの学校生活や合唱などでその絆を活かし、10 代目としてふさわし

いような柳都中を全力でつくり上げていきたいです。 

 

 

 9月 9日（土）快晴のもと、創立 10周年記念体育祭が行われました。 

この夏は猛暑が続いたため、熱中症対策など、健康面を最優先に考えながらの体育祭練習となりま

した。体育祭実行委員の皆さんや軍団長を中心に限られた時間を効果的に活用して体育祭練習を進め

てくれました。 

当日は、工夫を凝らした迫力のある「応援」、全力を尽くし 

た「競技」、完成度の高い「フラッグと小道具」、全校生徒の 

心をつないだ「０５神楽」を披露してくれました。 

 体育祭の結果は青軍の総合優勝となりましたが、勝ち負けの 

結果よりも、互いのかんばりを認め、讃え合う生徒の皆さんの 

姿がとても爽やかで感動的でした。１０周年を記念する素晴ら 

しい体育祭となりました。 

また、暑い中にも関わらず、グラウンドに足を運んでいただ 

いた地域、保護者の皆様、生徒をあたたかく応援してくださり 

誠にありがとうございました。 

学校だより    よう       よう 

 

 

 

目指す生徒の姿『未来を切り拓く生徒』 教育目標『 自律 貢献 創造 』 
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「全力でやることの楽しさ」 

                               青軍 軍団長  

 10代目柳都 青軍「快刀乱麻」 

このスローガンは、軍団の一人一人が自分自身に立ちはだかる様々な問題を解決し、レベルアップして

ほしいという想いを込めて作りました。僕は一年生の頃、応援団に入っていました。その時、三年生が頑張

っているのを見て、僕もあんなふうに頑張りたいと思い、三年生になったら軍団長か応援団長になりたい

と思いました。三年生なり、仲間からの推薦で軍団長になることができました。が、いざ軍団長になってみ

ると「自分に軍団長ができるのか」という不安が大きくありました。ですが、夏休み中、みんなと一緒にダ

ンスを考えながら活動していくうちに段々と不安が消えていき、軍団長としての自信を持つことができま

した。結団式が盛り上がり軍団練習もスムーズに進められると思っていましたが、初日は全くうまくいき

ませんでした。応援団は 2 日目からの活動をどうしていくか話す中で、ダンスではなく青軍の見所である

隊形移動の練習をしようという声が上がりました。予定では隊形移動は最後の方に教える予定でした。僕

は不安があるまま 2日目の練習を行いました。いざ練習すると僕の予想とは違い「楽しかった」「きれいだ

った」などの声が聞こえ、この日をきっかけに軍団が盛り上がっていきました。体育祭前日、軍団全員がや

る気に満ちあふれていました。みんなが声を出し、笑顔で学年が違っても仲が良く、最高な軍団の状態にな

っていました。 

 体育祭当日、競技中のみんなは全力でとても楽しそうでした。僕は応援団でも、みんなが楽しんでほしい

と思いました。応援中、僕は先頭にいて、声がみんなの想いが背中で強く伝わりました。みんな練習以上に

声を出していて楽しく踊っているのが感じとれました。 

 この体育祭を通して全力でやることの楽しさを実感してくれていたらとても嬉しいです。初めてながら

一生懸命ついてきてくれた一年生。学級の仲が良く思い切り声を出していた二年生。最後の体育祭、どの学

年よりも張り切っていた三年生。そして僕たち幹部が活動を始めるよりも前から 10周年らしい体育祭にし

ようと一生懸命準備を進めてきた実行委員のみなさん、いつも支えてくれた先生方、保護者様の声援、すべ

ての人のおかげで最高の体育祭になりました。この日は一生の思い出です。ありがとうございました！ 

「歴代最高の体育祭」 

                               赤軍 軍団長 

 十周年記念体育祭の赤軍テーマは「一番星」全員が主人公。全員が輝ける軍団。という意味が込められ

ています。 

 私は最初、赤軍全員をまとめられると思ってなく、自信がありませんでした。今年の赤軍は一人一人個

性が強く、正直大変だなと思っていました。三年応援団で話し合い、その個性をいかして、「全員で輝こ

うよ！」という結論になり、テーマ「一番星」が決まりました。そして、「光焔万丈（こうえんばんじょ

う）」という赤軍の個性を表した四字熟語が決まりました。                

 軍団活動初日、みんながついて来るか不安でした。初日の活動はとても緊張しました。だから気持ちが

引っ込み気味で、盛り上がりませんでした。二日目からは、私たち応援団が引っ込んではいけないと思い

恥を捨てて、全力で赤軍全員を引っぱりました。 

 最後の活動の日、新しい応援の替え歌をみんなで歌い、軍団の士気を高めました。 

 当日、結果的には負けてしまいました。ですが、赤軍の応援が終った後、私は緊張したことより先に、

「楽しかった」と思いました。 

 こんなにも全力で、楽しかったと思える体育祭はもう無いと思います。私を軍団長に推薦してくれた三

年二組の人、支えてくれた幹部の人、全力でついてきてくれた赤軍の 

人達には感謝しかありません！最高の体育祭を一から創り上げてくれ 

た生徒会のみなさん、本当にありがとう！ 

支えてくれた親や先生、地域の人、すべての人に感謝を伝えたいです。 

 ありがとうございました！ 

 

〈今後の予定〉 
【９月】 ２６・２７日（火・水）市中学校新人大会 

２９日（金）授業参観５限（ご案内の通りです）  

【１０月】５日（木）上級学校訪問（３年生） 

６日（金）前期終業式、１０日（火）後期始業式 

2９日（日）創立１０周年記念式典、合唱祭 

※月予定の詳細は新潟柳都中学校のホームページをご覧ください。

いただけたら幸いです。 

 

創立１０周年記念人文字 


